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診療情報連携システムの考え方診療情報連携システムの考え方

社会医療法人財団　慈泉会社会医療法人財団　慈泉会 相澤病院相澤病院

情報システム部情報システム部 熊井　達熊井　達

診療情報連携の考え方診療情報連携の考え方

� 相澤病院を中

心とした３０

Kmの円

� 通勤・買い物

日常生活で行

動する範囲

� 紹介患者の

多くがこの範

囲に集中

生活圏生活圏 ≠≠ 二次医療圏二次医療圏

診療情報共有対象と地域診療情報共有対象と地域

� 殆どが生活圏内の紹介患者　

� 生活圏外の患者は県内が多いと言えない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（地域診療情報連携）（地域診療情報連携）（地域診療情報連携）（地域診療情報連携）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　医療コミュニティ医療コミュニティ医療コミュニティ医療コミュニティ

� 県単位での診療情報連携システム構築はメリットが少ない。

（災害対応にも効果的でない）

� 全国の幾つかの地域で急性期病院を中心とした診療情報

　　連携システムを構築し、それらを接続する仕組を全国レベ

ルで構築すべき。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（広域診療情報連携）（広域診療情報連携）（広域診療情報連携）（広域診療情報連携）



� ＢＣＰ（business continuity ｐｌａｎ ）一般企業の場合、事業継

続計画を指すが、医療の場合診療継続を最優先するＭＣＰ　

（medical continuity ｐｌａｎ ）の策定が必要。

� 診療継続の観点から、継続時最低限必要な情報を診療情報

連携システムに網羅すべき。

� 病院・診療所が被災しても、他の場所での診療継続・事業継

続を可能とすべき。

※もちろん経理情報・人事情報・契約情報等のバックアップも

　 行い、ＢＣＰ対応を行なう必要も有る。

事業継続計画事業継続計画より優先より優先

すべきすべき診療診療継続計画継続計画

タイムライン型の表示方法をタイムライン型の表示方法を

連携システムとして選択した理由連携システムとして選択した理由

従来の連携システムにおける問題点従来の連携システムにおける問題点

・相澤病院から、開業医へのカルテ開示を行う。・相澤病院から、開業医へのカルテ開示を行う。・相澤病院から、開業医へのカルテ開示を行う。・相澤病院から、開業医へのカルテ開示を行う。

・カルテ記事、オーダ内容、検査結果、検査画像、手術・カルテ記事、オーダ内容、検査結果、検査画像、手術・カルテ記事、オーダ内容、検査結果、検査画像、手術・カルテ記事、オーダ内容、検査結果、検査画像、手術

記録、退院時サマリ等の情報を公開。記録、退院時サマリ等の情報を公開。記録、退院時サマリ等の情報を公開。記録、退院時サマリ等の情報を公開。

病院・診療所間カルテ開示システム病院・診療所間カルテ開示システム病院・診療所間カルテ開示システム病院・診療所間カルテ開示システム

カルテ開示システムカルテ開示システムカルテ開示システムカルテ開示システム

・慈泉会所属の・慈泉会所属の・慈泉会所属の・慈泉会所属の域在宅医療支援センターから、開業医へ記域在宅医療支援センターから、開業医へ記域在宅医療支援センターから、開業医へ記域在宅医療支援センターから、開業医へ記

録の開示を行う。録の開示を行う。録の開示を行う。録の開示を行う。

介護支援事業所記録開示システム介護支援事業所記録開示システム介護支援事業所記録開示システム介護支援事業所記録開示システム

・紹介元の開業医に限定して、診療情報を開示。・紹介元の開業医に限定して、診療情報を開示。・紹介元の開業医に限定して、診療情報を開示。・紹介元の開業医に限定して、診療情報を開示。

・訪問看護、訪問介護、訪問リハビリ等の実施による経過・訪問看護、訪問介護、訪問リハビリ等の実施による経過・訪問看護、訪問介護、訪問リハビリ等の実施による経過・訪問看護、訪問介護、訪問リハビリ等の実施による経過

記録を公開。記録を公開。記録を公開。記録を公開。

・指示元の開業医に限定して、記録情報を開示。・指示元の開業医に限定して、記録情報を開示。・指示元の開業医に限定して、記録情報を開示。・指示元の開業医に限定して、記録情報を開示。

タイムライン型診療情報連携システムで情報統合タイムライン型診療情報連携システムで情報統合タイムライン型診療情報連携システムで情報統合タイムライン型診療情報連携システムで情報統合

同じ患者さんの情報を一元的に同じ患者さんの情報を一元的に同じ患者さんの情報を一元的に同じ患者さんの情報を一元的に同じ患者さんの情報を一元的に同じ患者さんの情報を一元的に同じ患者さんの情報を一元的に同じ患者さんの情報を一元的に

参照できないか。参照できないか。参照できないか。参照できないか。参照できないか。参照できないか。参照できないか。参照できないか。

内容毎異なる表示画面　　（相澤病院→他医療機関） カルテ毎異なる表示画面　　（診療所→相澤病院）

FC-21

ASP型診療所向け電子カルテシステム型診療所向け電子カルテシステム型診療所向け電子カルテシステム型診療所向け電子カルテシステム

エクリュエクリュエクリュエクリュ

タイムライン型診療情報連携システムで情報統合タイムライン型診療情報連携システムで情報統合タイムライン型診療情報連携システムで情報統合タイムライン型診療情報連携システムで情報統合

同じ画面で、同じ操作方法で参照できないか。同じ画面で、同じ操作方法で参照できないか。同じ画面で、同じ操作方法で参照できないか。同じ画面で、同じ操作方法で参照できないか。同じ画面で、同じ操作方法で参照できないか。同じ画面で、同じ操作方法で参照できないか。同じ画面で、同じ操作方法で参照できないか。同じ画面で、同じ操作方法で参照できないか。



システム数・システム費用削減

・　連携システム

・　遠隔バックアップシステム

・　院内待機システム

・　タイムライン連携システム（クラウド化）タイムライン連携システム（クラウド化）タイムライン連携システム（クラウド化）タイムライン連携システム（クラウド化）

・　遠隔仮想サーバ　（院内のサーバ停止時に稼働・　遠隔仮想サーバ　（院内のサーバ停止時に稼働・　遠隔仮想サーバ　（院内のサーバ停止時に稼働・　遠隔仮想サーバ　（院内のサーバ停止時に稼働

））））

光タイムライン・診療情報連携システム紹介光タイムライン・診療情報連携システム紹介

診療継続と診療情報のバックアップ

【【【【年単位表示年単位表示年単位表示年単位表示】】】】
【【【【月単位表示月単位表示月単位表示月単位表示】】】】

さらにズームインして日々

の詳細な診療内容を確認

できる

1111年年年年

【【【【日単位表示日単位表示日単位表示日単位表示】】】】

長期に渡る臨床経過を

ズームアウト

1111ヶヶヶヶ月月月月
1111日日日日

気になる箇所を

ズームイン

　診療記録が時間軸上に一覧に表示され、時間幅を自在に操ることで、患者様の臨床経過が一目瞭然に把握する

ことできる。

　診療記録が時間軸上に一覧に表示され、時間幅を自在に操ることで、患者様の臨床経過が一目瞭然に把握する

ことできる。

タイムラインの基本機能 タイムライン連携システムに対する要求　（開発前）

� 将来クラウド化し、将来クラウド化し、将来クラウド化し、将来クラウド化し、災害対応災害対応災害対応災害対応（診療の継続・診療情報のバックアップ等）を可能とする。（診療の継続・診療情報のバックアップ等）を可能とする。（診療の継続・診療情報のバックアップ等）を可能とする。（診療の継続・診療情報のバックアップ等）を可能とする。

� 院外データの表示については、院外データの表示については、院外データの表示については、院外データの表示については、3333秒以上かかると医師には使われない。秒以上かかると医師には使われない。秒以上かかると医師には使われない。秒以上かかると医師には使われない。

　　　　　　　　⇒⇒⇒⇒目標値として記載している。目標値を下回る際は原因分析、改善策の検討を行い、レスポンス改善を目指す目標値として記載している。目標値を下回る際は原因分析、改善策の検討を行い、レスポンス改善を目指す目標値として記載している。目標値を下回る際は原因分析、改善策の検討を行い、レスポンス改善を目指す目標値として記載している。目標値を下回る際は原因分析、改善策の検討を行い、レスポンス改善を目指す

� 薬局で各診療施設の処方情報を参照する際、参照先施設を選択する必要はなく、処方箋に記載の診療施設以外の薬局で各診療施設の処方情報を参照する際、参照先施設を選択する必要はなく、処方箋に記載の診療施設以外の薬局で各診療施設の処方情報を参照する際、参照先施設を選択する必要はなく、処方箋に記載の診療施設以外の薬局で各診療施設の処方情報を参照する際、参照先施設を選択する必要はなく、処方箋に記載の診療施設以外の

他の施設の情報も薬局に自動的に開示されているべきである。処方箋を持っていない診療施設名は表示されてなく他の施設の情報も薬局に自動的に開示されているべきである。処方箋を持っていない診療施設名は表示されてなく他の施設の情報も薬局に自動的に開示されているべきである。処方箋を持っていない診療施設名は表示されてなく他の施設の情報も薬局に自動的に開示されているべきである。処方箋を持っていない診療施設名は表示されてなく

ても良い。ても良い。ても良い。ても良い。→→→→　　　　電子的なお薬手帳電子的なお薬手帳電子的なお薬手帳電子的なお薬手帳

� 現在は、現在は、現在は、現在は、SSISSISSISSI電子カルテにて紹介を行った時、自動的に診療情報が開示される仕組みとなっている。今回の設計内容電子カルテにて紹介を行った時、自動的に診療情報が開示される仕組みとなっている。今回の設計内容電子カルテにて紹介を行った時、自動的に診療情報が開示される仕組みとなっている。今回の設計内容電子カルテにて紹介を行った時、自動的に診療情報が開示される仕組みとなっている。今回の設計内容

は、患者を特定した後、個別に開示設定を行うこととなっているため、現在に比べ、ひと手間増えることとなり、相澤は、患者を特定した後、個別に開示設定を行うこととなっているため、現在に比べ、ひと手間増えることとなり、相澤は、患者を特定した後、個別に開示設定を行うこととなっているため、現在に比べ、ひと手間増えることとなり、相澤は、患者を特定した後、個別に開示設定を行うこととなっているため、現在に比べ、ひと手間増えることとなり、相澤

病院の医師には受け入れられない。病院の医師には受け入れられない。病院の医師には受け入れられない。病院の医師には受け入れられない。SSISSISSISSIより紹介内容のデータを受けることで、自動的に全開示できる仕組みが望まより紹介内容のデータを受けることで、自動的に全開示できる仕組みが望まより紹介内容のデータを受けることで、自動的に全開示できる仕組みが望まより紹介内容のデータを受けることで、自動的に全開示できる仕組みが望ま

しい。詳細の開示設定については、今回のアプリケーションで行うことが可能である。患者ベースの仕組みが必要でしい。詳細の開示設定については、今回のアプリケーションで行うことが可能である。患者ベースの仕組みが必要でしい。詳細の開示設定については、今回のアプリケーションで行うことが可能である。患者ベースの仕組みが必要でしい。詳細の開示設定については、今回のアプリケーションで行うことが可能である。患者ベースの仕組みが必要で

あるため、全開示が基本となる。あるため、全開示が基本となる。あるため、全開示が基本となる。あるため、全開示が基本となる。

� タイムライン上にサムネイルなどの画像を配置するのは、表示スピードも考えると好ましくない。リンク情報のみでよタイムライン上にサムネイルなどの画像を配置するのは、表示スピードも考えると好ましくない。リンク情報のみでよタイムライン上にサムネイルなどの画像を配置するのは、表示スピードも考えると好ましくない。リンク情報のみでよタイムライン上にサムネイルなどの画像を配置するのは、表示スピードも考えると好ましくない。リンク情報のみでよ

いいいい

� 今回の仕組みと合わせて、訪問介護、訪問リハの情報を在宅の主治医に伝えたい。今回の仕組みと合わせて、訪問介護、訪問リハの情報を在宅の主治医に伝えたい。今回の仕組みと合わせて、訪問介護、訪問リハの情報を在宅の主治医に伝えたい。今回の仕組みと合わせて、訪問介護、訪問リハの情報を在宅の主治医に伝えたい。 →→→→ 　　　　医療・介護連携医療・介護連携医療・介護連携医療・介護連携

� 多くの地域医療連携システムは医師が参照サーバにファイルを置くようなスタイルであるが、その手間は運用に即さ多くの地域医療連携システムは医師が参照サーバにファイルを置くようなスタイルであるが、その手間は運用に即さ多くの地域医療連携システムは医師が参照サーバにファイルを置くようなスタイルであるが、その手間は運用に即さ多くの地域医療連携システムは医師が参照サーバにファイルを置くようなスタイルであるが、その手間は運用に即さ

ない。ない。ない。ない。

� 全国規模に展開した場合、中央のサーバには全国規模に展開した場合、中央のサーバには全国規模に展開した場合、中央のサーバには全国規模に展開した場合、中央のサーバにはindexindexindexindex情報情報情報情報((((参照情報参照情報参照情報参照情報))))のみとして、詳細は各のみとして、詳細は各のみとして、詳細は各のみとして、詳細は各地域連携地域連携地域連携地域連携のサーバを参照のサーバを参照のサーバを参照のサーバを参照

する仕組みが望ましいと考える。医療の殆どは地場で行われるものであり、中央に大容量にファイルを置く必要はなする仕組みが望ましいと考える。医療の殆どは地場で行われるものであり、中央に大容量にファイルを置く必要はなする仕組みが望ましいと考える。医療の殆どは地場で行われるものであり、中央に大容量にファイルを置く必要はなする仕組みが望ましいと考える。医療の殆どは地場で行われるものであり、中央に大容量にファイルを置く必要はな

い。必要時に集めることが出来ればよい。い。必要時に集めることが出来ればよい。い。必要時に集めることが出来ればよい。い。必要時に集めることが出来ればよい。

� タイムラインで情報を表示する場合、投薬と注射を分けて表示することは可能か。カルテ、検査、投薬、注射、画像なタイムラインで情報を表示する場合、投薬と注射を分けて表示することは可能か。カルテ、検査、投薬、注射、画像なタイムラインで情報を表示する場合、投薬と注射を分けて表示することは可能か。カルテ、検査、投薬、注射、画像なタイムラインで情報を表示する場合、投薬と注射を分けて表示することは可能か。カルテ、検査、投薬、注射、画像な

どに分けて束ねて表示して欲しい。まずはそれぞれの情報の有無のみを表示し、情報があれば詳細を確認できるよどに分けて束ねて表示して欲しい。まずはそれぞれの情報の有無のみを表示し、情報があれば詳細を確認できるよどに分けて束ねて表示して欲しい。まずはそれぞれの情報の有無のみを表示し、情報があれば詳細を確認できるよどに分けて束ねて表示して欲しい。まずはそれぞれの情報の有無のみを表示し、情報があれば詳細を確認できるよ

うにして欲しい。うにして欲しい。うにして欲しい。うにして欲しい。

� マルチランゲージ対応マルチランゲージ対応マルチランゲージ対応マルチランゲージ対応やややや海外展開海外展開海外展開海外展開可能な仕組み（投薬・注射・処置・手術等の国際標準コード化）可能な仕組み（投薬・注射・処置・手術等の国際標準コード化）可能な仕組み（投薬・注射・処置・手術等の国際標準コード化）可能な仕組み（投薬・注射・処置・手術等の国際標準コード化）

� ｅｔｃｅｔｃｅｔｃｅｔｃ



トライアルでの要求事項
カレンダー機能

時間軸横スクロール機能
連続カルテ表示



折れ線グラフ表示 時系列リスト表示

処方箋表示 プランの作成



三施設表示とパレット 今後の予定今後の予定

� クラウド化

� 病薬連携

　　　（電子化された処方情報を薬局に送信する仕組みの構築）

� レセコン情報連携

� お薬手帳機能実装　（薬局対応）

� マルチランゲージ対応

� 国際診療情報連携への展開


